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「団結」のステージによせて
―２学期は来るものではなく、創り出すもの―

校長 中村 和久
２学期が始まりました。９月からは「団結」 祭』でも全校合唱の素晴らしさを『団結』

のステージとなります。学習や各種行事の中、 の力でまわりに広げてください。
一人一人の力を集団の力に変えて、２学期を 今から、皆さんに『団結』のために、新
「来るものではなく、創り出す」ものにして たな、そして一番大切なお願いをします。
いきたいと考えています。そんな思いを、８ はじめに私は、２学期は『来るものではな
月30日の始業式に話しました。以下が、そ く、創り出すもの』と言いました。それで
の内容です。 は、どうすれば、『２学期を創り出せる』の
「３６日間の夏休みはどうでしたか。『挑 でしょうか。どうすれば、『団結』できるの

戦』の目標は、達成できたでしょうか。私自 でしょぅか。その方法を言います。それは、
身の挑戦の結果を発表します。私は、３つの 『他人の意見を聴く』ことともに、『自己主
挑戦をしました。一つ目は、『夏休み中に新 張もしっかりする』ということです。『自己
たに三冊の本を読み、その中で一晩徹夜をす 主張』とは、休み時間に仲の良い友達と、
る』、二つ目は、『ベンチプレスで115kgを 自分の好き勝手なことをペラペラ話をする
挙げる』、三つ目は、いつもの『一日、５回 ことではありません。学級活動や専門委員
は“ありがとう”と言う』でした。この中で、 会、各種会合で自分の意見をしっかりと主
達成できなかったのは、『ベンチプレスの11 張することです。『自己主張』し、自分の考
5kg』、達成できて心に残ったのは『読書』 えをみんなに分かってもらい、他の人の意
で、増田ユリアさんという人の書いた『教育 見に耳を傾けてよりよいものを創りあげて
立国“フィンランド流教師の育て方”』とい いくことが、様々な課題を解決していく方
う本でした。増田ユリアさんの講演を夏休み 法なのです。
中に聴いたのも、心に残った理由でしょうか。 人前で話すことは確かにある面難しいか
みなさんの『挑戦』の結果も聞きたいので、 もしれません。でもある程度、技術で補う
またランチルームなどで教えてください。 こともできます。最後に、皆さんにその技
さて、今日から２学期です。９月からは『団 術を伝え、始業式のお話しを終わりましょ

結のステージ』となります。ここで、ぜひ２ う。 英語は、聞かれた場合、その答えの
学期を通して心にとどめておいてもらいたい 最初に『Yes』や『No』がついているので、
言葉があります。『２学期は来るものではな その人の意思がすぐにハッキリと伝わりま
く、創り出すもの』という言葉です。『２学 す。しかし日本語は、『です』や『ではあり
期』『団結』と言えば、『陽光祭』『泉祭』を ません』など、言葉の末尾を聞かないと、
すぐ思い浮かべます。ぜひ、『陽光祭』では その人の意思が伝わりません。ですから、『話
体育的な行事、特に松井先生とともに創りあ はゆっくり』し、そして『言葉の語尾を明
げている『ソーラン節』や、縦割りでの各種 確に』しましょう。これを話し合い活動や、
リレーに全力を尽くし、学校全体での『団結』 さらには授業にも心がける。これだけでも、
ぶりを地域の人や磐周中の学校に見せてあげ 人として一つ成長するのではないでしょう
てください。また、『泉祭』では、今年は本 か。
校創立50周年を兼ね、黒田先生をお呼びす 『自己主張』をし、いいものを創りあげ
るなどして、全校合唱に励んできました。校 ること、それが『団結』 につながります。
歌を合唱にしたり、黒田先生ほどの方が学校 知らないうちに過ぎていく２学期にせず、
で何回も直接指導してくださることなど、ほ 自分で創りあげる
とんど考えられません。皆さんは、その考え ２学期にしてくだ
られないことを実現させたのです。ぜひ『泉 さい。」

全校体育 ｢ソ ーラン節 ｣の 一コマ



夏休み中のＰＴＡ行事への御協力、ありがとうございました。
本年度第１回の資源回収を８月７日（日）に行

いました。皆様のご協力のおかげで例年以上の量
の資源を集めることができました。ありがとうご
ざいました。第２回目は、１月１５日（日）に予
定しています。ご協力よろしくお願いします。

資源回収の結果資源回収の結果資源回収の結果資源回収の結果
（第１回） 正味重量 単価 金額
新聞紙 １３，３５０ｋｇ 6.5円 ８６，７７５円
雑誌 ６，１５０ｋｇ 5.5円 ３３，８２５円
ダンボール ３，１９０ｋｇ 6.5円 ２０，７３５円
古布 ２，５５０ｋｇ ０円 ０円
町補助金 （重量×４円） １００，９６０円

合 計 ２４２，２９５円

また、８月２７日（土）には親子奉仕作業を実
施しました。校地内各所で伸び放題だった雑草や
樹木の枝がきれいに短くなって大変すっきりしま
した。暑い中での作業、本当にありがとうござい
ました。

これまで本校のグラウンドは「水はけの悪さ」と
いう点が大きな課題になっていました。特に県道に
近い東側の水はけが悪く、雨が降るといつまでもぬ
かるんでそこに雑草が生える…ということで、体育
大会が近づくとトラック上の草の処理にも時間を費
やしていました。
今年度町の予算で、暗渠を敷設して水はけをよく

する工事をしてくださることになり、この夏休みの
部活のない時期を使って工事が行われました。右の
写真は施工中の様子です。
台風12号による長雨で少し工期が遅れ、陽光祭前

に終わるのか心配をしましたが、無事改修工事は完
了し、陽光祭はきれいになったグラウンドで実施す
ることができます。昨年度のプールに続いて長年の
施設面での課題が解消され、深く感謝すると共に有
効に活用していきたいと思っています。



前号でもお知らせした
ように、泉陽中学校創立
50周年記念事業の一貫と
して、校歌の合唱曲化に
取り組んでいます。
7月以降全校でのパー

ト練習、全体合唱練習を
行い夏休みに入ってから
も3回、全校生徒が体育
館に集合して練習を重ね
てきました。
そしていよいよ8月9日

（火）には、森町文化会
館ミキホールにてＣＤ録
音を行いました。
当日は編曲者の黒田晋

也氏がこちらまで来てく
ださり、独特の手法で生徒たちの歌唱指導をしてくださいました。またピアノ伴奏は
黒田氏の奥様でプロのピアニストでいらっしゃる黒田聡子氏がしてくださいました。

生徒たちの合唱が、1時間ほどの練習でみるみるよ
くなっていくのが、その場で聴いていた私たちにもわ
かりました。そして本番…5回録音してようやくＯＫ
がでました。（現在このとき録音した合唱を本校のホ
ームページ内の校歌のページを開くと聴けるようにな
っています。）
次は11月12日（土）の泉祭の日に、50周年記念

式典の中で披露させていただきます。また泉祭の日の
学年合唱、及び全校合唱も録音しそれと合わせて５０

周年記念ＣＤを作成する予定です。

さて、もう一つの記
念事業、校訓碑の設置
ですが、これも夏休み
中に設置を終えました。左と上の写真ではまだ土
台石の下が土のままになっていますが、この部分
にコンクリートを打って、現在全体をブルーシー
トで覆った状態にしてあります。11月の記念式典
当日にブルーシートの覆いを外し、除幕という形
にしたいと考えています。



「きれいな学校」を目指して本校の生徒会が伝
統的に取り組んでいる「トイレ清掃ボランティア」
…今年度の2回目は7月31日（日）に三倉幼稚園
・小学校、本校、アクティ森を会場に行いました。
この活動は、

（１） 学校「環境」を自分たちの手でより
きれいにする態度を育てる。

（２） 責任感を育むとともに、課題や他の
人のがんばりに「「「「気気気気づくづくづくづく」」」」姿勢を育て
る。

（３） 黙々と場を美しくすることを通し
て、「「「「心心心心」」」」をきれいにをきれいにをきれいにをきれいにする。

ことを目標に取り組んでいます。「トイレ清掃ボ
ランティア」でそうした「心を育て」学校の中で
は「Ｍｙプラン清掃」で実践する。
こうした取組が評価され、今年度は県教育委員

会の「徳育実践事例」として紹介されることにな
っています。

９月７日（水）
平成２３年度後期・平
成２４年度前期の生徒
会をリードする生徒会
役員の選挙…立会演説
会と投票を実施しまし
た。本校の生徒会選挙
では実際の国政選挙等で使われる記載台や投票箱を使用して本格的に行われます。
この選挙の結果、新生徒会の役員が以下のように決まりました。

会長 佐々木 萌（２年生）
副会長 小田 晨馬（２年生） 栗田 莉那（１年生）

９月２６日（月）の朝礼で校長より任命する予定です。また、その他の本部役員（書
記・会計）と専門委員長は、１０月１７日（月）の生徒集会で、佐々木新会長から委
嘱をします。新役員にも泉陽中学校生徒会の伝統を引き継いで頑張ってほしいもので
す。どうぞ応援をお願いします。 （教頭 寺田敦朗）


